




　日時 :2010 年 7 月 10 日（土）午前 11 時から
午後 1 時
　場所 : 白梅学園大学 I 棟教室




























































































暴力の文化国際 10 年」（以下「国際 10 年」）の
最終年にあたり，中学校や高校の現場において，
平和の文化や非暴力がどのように位置づいている
のか調査し，学校教育における今後の課題を明ら
かにすることであった。
１．調査の概要
（１）調査項目
①学校の教育目標における平和の文化や非暴
力，人権教育，環境教育，国際理解教育の項
目の有無について
②平和の文化や非暴力，人権教育，環境教育，
国際理解教育，道徳教育をすすめる組織や指
導者の有無について
③平和の文化や非暴力，人権教育，環境教育，
国際理解教育の視点の学校運営への反映の有
無について
④授業における非暴力や平和，環境教育，人権
教育，国際理解教育の推進について
⑤子どもの権利条約について
⑥学習環境整備について
⑦その他学校の中での「非暴力」や「平和」に
ついての意見（記述）
（２）調査方法
　埼玉県内の公立中学校（431 校）及び公立高等
学校（150 校）の学校長宛にアンケート用紙を送
付（郵送）し，回答はファックスでお願いすると
いう方式にした。
　当初は全国の高校を視野に入れての調査を考え
たが広すぎることもあり，前年度の自治体調査で
過半数の市が回答してくれており，教育行政とし
ても積極的に取り組んでいるというと回答した埼
玉県を調査の対象に選んだ。調査用紙は早めにで
きていたが，実際に埼玉県を対象にしぼったのは
遅く，大学の研究倫理審査委員会での検討を経
て，学校現場に調査用紙が届いたのは 1 月下旬で
ある。
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